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研究課題 都市中心部における公共空間と文化の融合 

研究キーワード 

都市デザイン、公共空間、

都市ブランディング、観光

都市、中心業務地区、テン

ポラリー・アーバニズム、

トランスナショナル・アー

バニズム、デジタル・プレ

ースメイキング、ポストモ

ダン・アーバニズム 

当年度計画に対す

る達成度 

3.概ね順調に研究が進展し、一定の成果を

達成したが、一部に遅れ等が発生した 

関連する 

SDGs項目 

3.すべての人に健康と

福祉を 

11.住み続けられるまち

づくりを  
該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

本研究の目的は、都市デザインの思想および技術として国内外で展開される、公共空間の再創造における文化

の関わりの最新事例を収集、分析することである。主な研究成果は、海外の研究者による学術論文を幅広

く収集し、現在の研究状況を把握したことである。現場での情報収集については国内でのフィールドワー

クを予定していたが、今年度も COVID19 の影響下で都市の公共空間の利用については限定的な観察にと

どまった。収集した学術論文より、公共空間の再創造は北米および EU諸国の都市計画・デザインにおい

て改めて重要な研究課題となっており、多様なアプローチが試みられていることを確認した。特に、主要

な研究テーマとして、再創造される公共空間の利用における社会的な不公平性の発生やジェントリフィ

ケーションなど Social Justiceあるいは Spatial Justiceなどに関する問題が研究者の関心を集めてい

ることを把握した。また、公共空間と文化の関わりについては、テンポラリー・アーバニズムやタクティ

カル・アーバニズムと称される、短期的でボトムアップのアートやイベントなどの空間創造と利用に関す

る研究が近年の都市デザイン思想・技術として進められている状況を確認した。 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

なし 

 

【著書・論文（査読なし）】 
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【学会発表等】 

なし 
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